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AIの台頭によって、

教師は不要になるでしょうか？

生成AIの活用、学習の個別化、教師の役割Keywords
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中 2

1 クラス 37 - 46 名 × 5

計 221 名

授業環境

1人1台 Chromebook

ChatGPT（無料版）

Google Gemini （教育・無料版）

ICT と AI の導入によって、

学習者の個別の課題への対応を目指す
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生成AIに関わる髙木の立場

● AI は労力的に諦めていたことを実現するパートナー

○ 学習を拡張・変容・再定義させる手段

○ 魔法のように課題が解決するほどシンプルではない

● 学習には適切なインストラクションが必要

○ 導入するだけでは伸びない

○ 目的、方法、効果を実感することで、学習者が学び方を学ぶ
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集団 個別

教師

学習者

自己調整学習
（自己主導学習を支える）

Self-Regulated Learning
(supporting Self-Directed Learning)

AI支援型の協働学習

AI-supported 

Collaborative Learning

学習の個別化

Personalized Learning

差別化した指導

Differentiated 

Instruction

● レベル別教材の作成

● タスクの段階化

● 足場かけ

● 成果物の選択肢

● with / vs AIで

○ ディベート

○ ディスカッション

● 相互評価の支援

● 目標設定

● 学習計画設定

● 振り返り

● 学習改善

● 関心のある素材で

自分で学ぶ

● 個別フィードバック

● 発音コーチング

● 質問への対応

● 同一テーマのレベル

別学習

学習における生成AI活用の方向性

責任を徐々に移行させる（Gradual Release of Responsibility）
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生成AIを活用した英作文添削

● ChatGPTは自動採点や評価に利用可能 (Mizumoto and Eguchi, 2023)

● 英文の文法修正においても性能が高い (Mizumoto et al., 2024)

人間とAI、それぞれの得意分野を組み合わせながら、効果を犠牲

にせず、効率的に英作文の添削指導を行うことはできないか？
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Google フォーム & 生成AI を使った添削の流れ（中2、2コマ）

Writingの授業にて

プリントに手書きで

自由英作文を書く

Google フォーム

に入力する

入力時に推敲する

各自生成AI で

文法・語彙の

エラーを直す

頻出エラーを学習し

各自で書き直し or 

別のトピックで書く

修正前の提出データから

エラーを分析

授業で書く 入力 各自添削

分析振り返り

Google フォームで

修正前・修正後を

両方提出

提出

生徒

生徒

生徒 生徒

生徒教師

構成メモ作り 英文校正支援ツール (髙木, 2023) を使用
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生徒：授業で書く

モデル英文の習得 構成メモ・相談・手書きで書く

8



©2026 Shunsuke Takagi All Rights Reserved.

生徒：フォームに入力し、推敲する

構成メモ・相談・手書きで書く フォームに入力・推敲
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生徒：入力した英文をAIで添削

フォームに入力・推敲
ChatGPT上のアプリ（GPTs）にコピペ

Geminiの場合はGemで同様のことが可能

指示
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生徒：入力した英文をAIで添削

文法・表現上のエラーを
最大１０個まで番号＋太字で表示

それぞれのエラーについて、
なぜ修正すべきかを考える発問
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生徒：入力した英文をAIで添削

番号で指定、または全指定で解説

各自で修正し、
修正前・後をフォームで提出

達成できていること＋次に取るべきス
テップをフィードバック
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教師：生徒の提出データを分析

修正前データをAIで分析 エラーの傾向を探る

あなたは英語を外国語として学ぶ日本語

母語話者に対する指導経験が豊富な英語

教師です。以下は中学２年生の学習者が

「My Favorite Place」というトピックに

ついて書いたエッセイです。書き手が日

本語母語話者であることを念頭に置いて、

文法・表現面、および論理面でのエラー

の傾向を分析し、どのように改善すべき

かの提案をしてください。
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教師＋生徒：エラーを改善につなげる

エラーの傾向を把握 エラーから学ぶ

みなさんが書いた英文の中に実際にあ
ったエラーです。どう直す？なぜ？

● I can enjoy to play video games.

● I enjoy play tag with my friends.

● I feel happy very much.
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エラー分析：指導と評価の一体化

教師 学習者

feedback

feedback

何を知っていて、何を理解していて、どこで間違え、何を誤解しているか

フィードバック内容を
活かせているか？

何を目指していて、どれくらいできていて、次に何をすべきか
(Hattie & Timperley, 2007)
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手書きは実力が見えやすい一方、タイピングはハードルが下がる。書き直しがし

づらい状況で時間内に書き切るトレーニングを意識的に行う必要を感じている。

手書き vs タイピング

使いっぱなしは逆効果にもなり得る。自分のミスに気がつき、AIによる回答の適

切さを判断できるようになる必要がある。辞書指導や文法学習は重要。

自己添削力の必要性

生成AIを活用した指導で感じている課題

教師がAIからの提案を鵜呑みにしないように伝えても、特に低学年の自学では無

批判に受け入れてしまう傾向がある。学習者が自分で考える仕組みが必要。

鵜呑みにさせない
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修正後、教師には「整った」英文が届くため、学習者の実力が見えにくい。修正

前と修正後の両方を提出し、修正のプロセスを見ると分かりやすくなる。

実力が見えにくい

生成AIは必ずしもCEFRのレベルを正確に反映しているわけではない（水本, 

2025）。コーパスなどのデータベースを活用する？

修正提案のレベル

生成AIを活用した指導で感じている課題
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● AIが得意なこと

○ ルールやパターンに基づきやすい領域

■ 文法・スペルミス、直訳表現、冗長な繰り返し、トーンの切り替え

● AIには難しいこと

○ 文脈理解・論理構成に依存する領域

■ 論理の一貫性、具体性の不足、読者の知識レベルへの配慮、文化的な

適切さや文体選択への配慮、学習者のVoice

○ Teacherness（教師性） (Chen et al., 2026)

■ 学習者の文脈や感情を理解した教育的判断

→ （少なくとも現時点で）AI単体で添削を完結させることは難しい

質的なエラーへの対応

生成AIを活用した指導で感じている課題
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手段としてのAI

手段

目的

手段 手段 AI

目的に合わせた
プロンプト

授業デザイン
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AI時代に求められる英語教師の役割について髙木が考えるところ

● 学習のデザイナー

○ どの場面でどのようにAIを使うかを含む、学習全体のデザインを行う

● 学習のモチベーター

○ 人間関係の中で生まれる意味を生成し、言語を学ぶことへの意欲を高める

● 学習のコーチ

○ 学習者の学習を見とり、自律に向けて適切に導く

「知識の伝達者」→「ファシリテーター兼ガイド」（Roe & Perkins, 2025）
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